




































要約 研究目的:思春期小児の健康を考えるとき,まず,最初に解決しなければならい問題

は,対象になる小児が思春期に入っているのか,もし思春期に入っているのであれば,どの

あたりに位置しているのかといったことを明確にして置くことである。そして,思春期の健

康問題としては,食生活,行動障害,性にかかわる問題としての若年妊娠,現在の思春期小児

の健康問題として大きな話題になっている成人病予防を取り上げ,こちらの問題点を明確

にすることによって,思春期小児の健康と家庭保健のあり方を探ろうとした。 

1)思春期の定義:思春期を定義することは,思春期を個人として捉えるのか,集団として捉

えるのかによって解決の方法が異なってくる。この研究においては,当初の約束として,集

団で捉える思春期は中学生期とし,個人についての思春期の指標を身体的な面からと,内視

分泌学的な面から検討した。身体的な面からは,身長の成長曲線を解析し,それを 4つの時

相(phase)に分けて検討するのが実用的だと思われた。この方法はコンピューターを用いる

ことが必須であるため,最終年度はデスクトップ型(PC-9801VM2)コンピューターのプログ

ラムをポータブル(ラップトップ)型コンピューターに移植し,現在 PC-9801LS5(NEC)と

J3100(東芝)の両方で作動している。 

2)思春期の身体発育一内分泌学的側面:下垂体からの性腺刺激ホルモンの分泌動態,初経年

齢に影響する因子を検討し,昭和 63 年度は骨の成熟度(骨年齢)と思春期の関係を検討した

が,内分泌の面からみると多くの因子が複雑に絡み合いながら,思春期の様々な現象の発現

に関係しており,今後ともさらに検討が必要である。 

3)食生活と家庭保健のあり方:秋田県田代町(農村部)と千葉県習志野市(都市部)の中学生

を対象に,食事内容の面接調査とアンケート調査による食生活様式,身体的及び精神的愁訴

との関係を検討した。思春期小児の食生活状の問題点は地域による差が大きく,画一的な対

応ができないこと,男女による問題点の差も大きく,性差を考慮した対応が必要であること,

母親の就労は農村部で精神的愁訴の出現に影響しており,ことに男子にこの傾向が強いの

で,思春期の小児の食事に自立性の養成も必要であること,愁訴の多いほど,食生活の偏り,

摂取栄養素の乱れがみられ,保護者の認識と小児自体に対する健康教育が必要であること,

などの問題点が挙げられた。 

4)思春期小児の行動障害に関する調査:これは Rutter 博士の小児行動評価表に基ずくアン

ケート調査によって行われた。問題を持つであろうと思われる対象として,なんらかの理由

により親をなくしたか,あるいは親を離れて施設に収容されている中学生,それに都内の精

神科クリニックへ問題を持って訪ずれた中学生を選び,対照集団として東京都内の 1 中学

校生を選んだ。両親用(施設児童では寮父)調査表の結果では,対照集団の 92%が正常であっ

たのに比べて,施設児や疾病児では反社会的なものが多くなっていた。これらの調査結果か



ら,Rutter 博士の小児行動調査表は思春期小児の行動異常の背景を検討し,早期に対応す

るために有用であると思われた。 

5)家庭保健としての10代妊娠問題へのアプローチ:10代の妊娠の多くは人口妊娠中絶に終

わるが,出産するとなった場合,周産期の死亡率が高く,またその後離婚するものが少なく

ない。その家庭背景として,両親の不仲あるいは父母の離婚による片親の家庭の出身者が多

いことが判明した。しかも親自身も恵まれない環境に育っているので問題は複雑である。

このため,予防的対策としての性教育,治療的対応としての医学的処置,救済処置としての

福祉など包括的なプログラムが必要である。家庭保健の立場からすると,家庭での性教育が

重要であるが,このような意味での家庭的基盤が脆弱であることが最大の問題であり,この

ため地域保健サイドの支援が必要であり,また親の側の性のあり方がどの様に形成された

かを親自身に認識させる方向で取り組まなくてはならない。 

6)思春期における成人病危険因子のスクリーニングと家庭保健:過去 2年間で,包括的な成

人病危険因子のスクリーニング体制を確立したが,これを家庭保健に結び付けるには,スク

リーニング結果を個別に的確に至適しなければならない。そこで,危険因子の種類とその異

常の程度,及びいくつかの危険因子の組合せを考慮し,個別に木目の細かい報告ができるよ

うに配慮した。短時日の内に多数の対象についてこのような配慮をすることは事実上困難

であることから,今までの危険因子検診経験を活かし,マイクロコンピューターによる処理

を行うプログラムを開発し,案用化階段に達した。このことにより,家庭保健の立場から思

春期小児科の成人病予防に役立つと確信している。 


